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平
成
28
年
度
総
会
は
去
る
４
月

23
日
（
土
）、
９
時
か
ら
高
美
が
丘

地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

す
で
に
報
告
し
て
お
り
ま
す
議

題
６
件
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
の
活
動
も
す
で
に
始
ま

り
、
会
員
の
方
々
が
各
部
会
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
平
成
28
年
度
総
会
に
お

い
て
、
今
年
度
の
役
員
が
次
の
よ
う

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し

ま
す
。 

こ
の
度
、
高
美
が
丘
小
学
校
区

住
民
自
治
協
議
会
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
寺
尾
孝
治
で
ご
ざ
い
ま

す
。 今

年
は
住
民
自
治
協
議
会
が
発

足
し
て
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

私
は
、
「
自
治
の
主
体
」
は
地
域

住
民
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
個
人
、
家
族
、
地
域
の

幸
せ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

地
域
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
汗
を
か
き
、
豊
か
な
明
日

を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

高
美
が
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報

誌
「
け
や
き
」
第
２
号
に
掲
載
さ
れ

た
、
甲
斐
副
会
長
が
「
対
話
と
信
頼
」

に
つ
い
あ
て
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

相
手
の
視
線
の
高
さ
に
合
わ
せ

て
意
見
を
聞
き
、
か
つ
、
自
分
の
意

見
を
述
べ
、
相
互
に
足
ら
ざ
る
所
を

補
い
、
お
互
い
一
段
と
高
い
次
元
に

立
っ
て
、
物
事
を
考
え
る
の
が
対
話

で
あ
り
、
必
ず
や
信
頼
を
生
む
と
あ

り
ま
す
。 

開
校
当
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
言
葉
で
す
が
、
議
論

で
は
な
く
、
「
対
話
」
と
表
現
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
地
域
活
動
の
本
質
を

感
じ
ま
す
。 

地
域
は
今
を
生
き
る
私
た
ち
だ

け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去

か
ら
未
来
へ
と
連
綿
と
継
承
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。 

皆
さ
ん
と
の
多
く
の
「
対
話
」
通
し

て
、
強
い
地
域
の
【
信
頼
】
を
築
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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優
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６
月
５
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
東
広
島
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

．
．
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．
．
．
．
．
．
．

会
（
．
．

３５
．．

小
学
校
区
）

．
．
．
．
．「．
陸
上
の

．
．
．

部．
」．
に
お
い
て
、
高
美
が
丘
小

学
校
区
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

会長 寺尾孝治 
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△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼ 

◆
安
全
防
災
福
祉
部
会 

会
議
の
開
催 

日
時
：
平
成
28
年
５
月
28
日
、

「
平
成
２７
年
度
活
動
結
果
」
及
び

「
平
成
２８
年
度
活
動
計
画
」
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
作
り
の
進
捗

と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討

し
、
活
動
内
容
の
確
認
を
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
予
定 

 

防
災
マ
ッ
プ
作
り 

（
６
月
～
１２
月
） 

 

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム 

（
９
月
予
定
） 

 

地
域
の
防
災
活
動
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
（
９
月
予
定
） 

△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼ 

◆
自
治
部
会 

会
議
の
開
催 

日
時
：
平
成
２８
年
４
月
16
日 

 

新
三
役
・
新
評
議
員
の
紹
介 

 

自
治
部
会
の
進
め
方
・
他 

日
時
：
平
成
２８
年
５
月
14
日 

 

役
員
会
報
告 

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
広
報

活
動
を
行
う
件 

 

避
難
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の

支
援
に
つ
い
て 

 

交
通
安
全
に
つ
い
て
（
友
兼
整
形

外
科
前
、
及
び
交
差
点
） 

 

地
域
担
当
民
生
委
員
に
つ
い
て 

日
時
：
平
成
28
年
６
月
11
日 

「
空
家
等
の
実
態
調
査
、
定
住
促
進

事
業
に
つ
い
て
」
市
担
当
部
署
の
説

明
を
聞
き
、
今
後
の
対
応
を
協
議 

△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼ 

◆
青
尐
年
育
成
部
会 

こ
れ
か
ら
の
予
定 

 

「
児
童
・
生
徒
健
全
育
成
協
議
会

総
会
」 

日
時
：
平
成
２８
年
６
月
１６
日 

 

「
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
」 

日
時
：
平
成
２８
年
７
月
１
日
、
７

月
４
日
、
７
月
１１
日
、
７
月
１９
日 

 

「
ふ
れ
あ
い
指
導
」 

日
時
：
平
成
２８
年
７
月
９
日
、
７

月
１６
日
、
７
月
２３
日
、
７
月
３０
日
、

８
月
６
日
、
８
月
２０
日 

 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」（
７

月
５
日
） 

 

「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」（
６
月
１２
日
） 

△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼ 

◆
体
育
・
健
康
部
会 

第
２８
回
東
広
島
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
陸
上
競
技
の
部
） 

日
時
：
平
成
２８
年
６
月
５
日 

こ
れ
か
ら
の
予
定 

第
２８
回
東
広
島
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
球
技
の
部
） 

日
時
：
平
成
２８
年
８
月
２１
日 

△
▼
△
▼
△
▼
△
▼
△
▼ 

◆
地
域
活
性
部
会 

部
会
の
開
催 

日
時
：
平
成
２８
年
５
月
１９
日 

行
事
内
容
と
担
当
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。 

今
年
度
の
予
定 

●
２
０
１
６
秋
ま
つ
り
・
区
民
文
化
祭 

日
時
：
10
月
23
日(

日) 

場
所
：
高
美
が
丘
地
域
セ
ン
タ
ー
と

そ
の
周
辺 

出
演
・
出
展
・
出
店
さ
れ
る
方
の
募

集
用
紙
：
８
月
配
付 

●
親
子
さ
つ
ま
芋
堀
体
験 

自
然
の
中
で
芋
ほ
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！ 

日
時
：
９
月
25
日
（
日
）
10:

00
～ 

場
所
：
ま
ち
づ
く
り
協
働
農
園 

（
高
美
が
丘
9
丁
目
奥
） 

参
加
費
：
1
家
族 

500
円 

募
集
用
紙
：
9
月
配
付 

●
た
か
や
花
フ
ェ
ス
タ
・
寄
せ
植
え 

秋
ま
つ
り
・
区
民
文
化
祭
に
寄
せ
植

え
鉢
を
持
寄
っ
て
飾
り
、
秋
ま
つ
り

終
了
後
お
家
に
持
ち
帰
り
ま
す
。 

日
時
：
10
月
15
日
（
土
）
10:

00
～ 

場
所
：
高
美
が
丘
地
域
セ
ン
タ
ー 

募
集
用
紙
：
9
月
配
付 

●
た
か
み
親
子
教
室 

就
園
前
の
幼
児
と
親
御
さ
ん
を
対

象
に
楽
し
く
遊
ん
で
友
達
を
作
る
教

室
で
す
。 

第
１
回 

５
月
19
日
「
木
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
！
」
に
、
30
組

の
０
歳
か
ら
３
歳
の
幼
児
と
、

お
母
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

第
２
回 

７
月
21
日(

木)

「
親
子

で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
！
」 

第
３
回 

９
月
15
日(

木)

「
幼

児
の
食
事
と
栄
養
に
つ
い
て
」 

第
４
回
11
月
17
日(

木) 

お
楽
し
み
に
・
・
・ 

●
里
山
事
業
を
通
し
た
地
域
内
交
流 

野
外
体
験
・
里
山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
親
子
で
高
美
が
丘
地
区
の
見
え

る
山
に
登
ろ
う
）
な
ど
、
現
在
企
画

検
討
中
で
す
。 

 

ロ
ビ
ー
カ
フ
ェ

．
．
．
．
．
． 

始
め
ま
し
た

．
．
．
．
． 








 

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、 

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

せ
ん
か
？ 

 

毎
週
水
曜
日 

午
後
２
時
か
ら 

 

コ
ー
ヒ
ー
、
カ
フ
ェ
オ
レ 

一
〇
〇
円 

高
美
が
丘
小
学
校
区 

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

地域の輪 
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平成２８年度 部会毎の事業内容 

部会 事 業 名 実 施 期 間 実 施 場 所 
参加人数 

（予定） 

自
治 

地域交流会 11月 高美が丘地域センター 30名 

市広報誌配布作業 毎月 自治会・区 － 

広報活動 ６月～11月 各イベント開催場所 23名 

体
育
・
健
康 

市民スポーツ大会 

６月 アクアパーク 100名 

８月 アクアパーク他 40名 

区民運動会 10月 高美が丘小学校 1,000名 

球技大会 11月 高美が丘小学校 160名 

健康講演会・健康相談 6月～12月 高美が丘地域センター 50名 

地
域
活
性
化
部
会 

たかや花フェスタ 10月 高美が丘地域センター 120名 

親子さつま芋掘り体験 ９月 まちづくり協働農園 60名 

秋まつり区民文化祭 10月 高美が丘地域センター 600名 

たかみ親子教室 5,7,9,11月 高美が丘地域センター 200名 

里山事業を通した地域交流 通年 堀西谷地域 1,000名 

安
全
防
災
・
福
祉 

防災マップ作り 
6月～1月 

高美が丘地域センター 140名 

避難所運営ゲームHUG ７月 高美が丘地域センター 30名 

高齢者見守り活動 12月 高美が丘小学校区 20名 

青
尐
年
健
全
育
成 

あいさつ運動・ふれあい巡視活動 7月、11月 高美が丘小・中学校 180名 

青尐年地域活動ボランティア 毎月 高美が丘小・中学校 400名 

とんど 1月 高美が丘小学校 600名 

小学校 25周年事業 10月 高美が丘小学校 1,200名 

中学校緑化活動 通年 高美が丘中学校 1,200名 
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おうちでできるシェフの味 
広島エアポートホテルの洋食、和食、イタリアン

のシェフの方たちを講師に迎え、10回のコースで料

理を教えていただきます。 

本格的なホテルの味をご家庭でも食べられる

日が近いかもしれませんね。 

シルバーのためのスマホ教室 
携帯電話会社のご協力によりスマホ教室を開

催しました。地図をみたり、写真を撮ったり、メール

したりと多機能で便利なスマホに、参加者のみな

さんは感心したりビックリしたり。スマホの正しい使

い方をマスターすれば、楽しく快適に暮らせるかも

しれませんね。 

今から始める私のエンディング 
５回にわたり、私のエンディングについて考えて

いきます。5/14、第１回目は東広島公証役場の公証

人の先生に、「遺言書の書き方」について色々と教

えていただきました。 

これからは、相続税、最近のお葬式事情などを

学び、最後にエンディングノートを完成させていき

ます。 

 

今年も主催講座が始まりました。今年度もた

くさんの方にお申込みいただきまして、ありが

とうございました。 

「おうちでできるシェフの味」には、定員の

２倍以上の申し込みがあり、やむなく抽選させ

ていただくほどの人気ぶりでした。そのほかの

講座もほとんどの講座が定員を超える状態で、

みなさんの生涯学習に対する意識の高さを感

じております。 


